
令和８年度 堺市安全まちづくり会議 

【副会長（冨山堺市警察部長）挨拶】 

 

堺市警察部の冨山です。どうぞよろしくお願いいたします。 

本日は大変お忙しい中、そして酷暑の中、会議にご出席いただきまして誠にありがとうございます。

また、平素から地域の安全安心の確保にご尽力いただいていることに厚くお礼申し上げます。 

 

さて、堺市の犯罪情勢につきましては、担当から説明がありましたとおり、特殊詐欺等の増加に引

っ張られ、堺市も大阪府全体も厳しい状況にあります。 

要因の一つとして、匿名・流動型犯罪グループ、通称「匿流」の存在があると言われております。 

匿流は「闇バイト」と称してメンバーを募り、弱みを握る等脅して犯罪に加担させ、捕まった時には

使い捨てにするなどして犯罪を繰り返しています。 

「検挙に勝る防犯なし」と言いますが、検挙しても検挙しても次から次へと犯罪に加担する者が出

てくるのも、こうした匿流の特徴であると思います。 

また、匿流は特殊詐欺だけではなく、強盗や窃盗にも手を出しており、5月に栃木県で発生した

強盗殺人事件も匿流による犯行だと言われております。 

この事件では69歳の女性の尊い命が奪われております。 

特徴的だったのが、事件前に入念に下見活動が行われていて、近隣の人が不審者・不審車両と

して警察に通報し、地元の警察が警戒していた最中に犯行が行われたということであります。 

この事件においては、すでに実行役の少年や指示役等が逮捕されていますが、殺された被害者は

戻ってはきません。 

なぜ防げなかったのかという思いで、大変残念に思っております。 

 

私も警察官になって42年になります。  

この間、大半を被疑者を捕まえる立場の刑事として犯罪と対峙してきましたが、やはり一番大事なこ

とは、「犯罪を起こさせないこと」、「犯罪の被害に遭わないこと」だと思っております。 

警察としましては、市民の皆様の大切な命と財産を守るために、犯罪対策に全力で努めてまいり

ますが、皆様におかれましても、どうぞご理解をいただき、「犯罪が起きにくいまち」、「犯人が嫌がるま

ち」づくりを目指し、共に声を掛け合い、見守り合う意識を高め、「オール堺」で安全を築いていく機運

を一層高めていただきたいと思います。 

 

今日、私は警察の立場でこの会議に出席しておりますけれども、もう50年近くこの堺で住んでお



り、これからも堺に住み続ける予定であります。 

皆様同様、堺の安全を強く望む一人であります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

結びになりますが、本日ご出席いただきました皆様の益々のご活躍と、堺市の街の安寧を祈念い

たしまして、私の挨拶とさせていただきます。 

本日はありがとうございました。 

 

 


